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目次 

１ はじめに 

 

２ 現状と課題 

 ⑴ 田川市のごみの現状について 

ア ごみ量の推移 

イ 資源ごみ回収量 

ウ １人１日当たりのごみ量 

エ リサイクル率 

オ 課題等 

 

 ⑵ 資源ごみ拠点回収事業について 

ア 持ち込み件数 

イ 資源ごみ回収量 

ウ 課題等 

 

⑶ 田川市川崎町清掃センターのごみ質分析について 

  ア ごみ質分析結果の概要 

  イ 課題等 

 

 

 

⑷ 食品ロス実態調査について 

  ア 食品ロス実態調査結果の概要 

  イ 課題等 

 

 

  

 

 

資料として示したごみ量の推移等の基礎的なデータ

を示し、田川市のごみに関する課題等を整理する。 

※平成２９年度第１回（平成２９年１１月２１日）

の資料を参照 

平成３１年４月に開始した資源ごみ拠点回収事業の

持ち込み件数、課題等を整理する。 

※資料２を参照 

資料として示した、田川市川崎町清掃センターが実

施しているごみ質分析の結果、課題等を整理する。 

※平成２９年度第３回（平成３０年２月２２日）、第

４回（平成３０年３月２６日）の資料を参照 

資料として示した、食品ロス実態調査（平成３０年

度）の結果の概要、その結果から見えてくる課題等

を整理する。 

※平成３０年度第４回（平成３１年２月７日）の資

料を参照 
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⑸ 段ボールコンポストについて 

  ア 補助金制度の概要 

  イ 補助金の交付実績 

  ウ 課題等 

 

 ⑹ 小学校における環境学習について 

  ア 生ごみを活用した野菜作りの実施状況 

イ 段ボールコンポストを活用した環境学習の実施状況 

  ウ 環境副読本の配布 

  エ 他自治体の事例 

  オ 課題等 

  

 

 

３ ごみ減量化・資源化の施策 

 ⑴ 資源ごみ拠点回収施設の運用について 

  ア 持ち込み件数の見える化 

イ 回収量の見える化 

  ウ 処理方法の見える化 

  エ 処理費、収益の見える化 

 

 

 

 ⑵ 段ボールコンポストの活用について 

  ア 販売方法の検討 

  イ 講習会の実施 

  ウ 啓発 

 

 

 

平成３０年１１月に補助金制度を創設したところ

で、その概要や交付金の実績、課題等を整理する。 

※平成３０年度第４回（平成３１年２月７日）の資

料を参照 

これまで本市で行ってきた小学校における環境学習

の実施状況を示すとともに、宇部市の先進地視察（平

成３０年１１月２０日実施）等を踏まえた課題等を

整理する。 

平成３０年３月の中間答申で示された「見える化」

の１つの取組みとして、資源ごみ拠点回収施設での

回収量の増加等につながるような施策を提案する

もの。 

※中間答申（平成３０年３月２６日）を参照 

平成３０年１１月に補助金制度を創設し、段ボール

コンポストの普及に取り組んでいるところである

が、更なる普及につながるような施策（市民が購入

しやすいような販売方法、市民向けの講習会等）を

提案するもの。 
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 ⑶ 小学校における環境学習について 

  ア 小学校における環境学習の充実 

  イ 小学校以外での環境学習の検討 

  ウ 資源ごみ拠点回収事業（施設）を活用した環境学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 啓発 

  ア 広報による見える化 

  イ 住民説明会 

 

 

 

 

４ ごみ減量化・資源化の施策等の点検等 

 ⑴ 基本的な仕組み 

 ⑵ 点検・評価の指標 

 ⑶ 改善の仕組み 

 

 

 

 

これまで本市で行ってきた環境学習（小学校）を充実・発展させるような内容を提案

するとともに、より低年齢の子どもに対する環境学習（他自治体での実証事業では、環

境学習による意識変化は、小学生よりも園児の方が大きいとの結論が示されている）の

実施についても提案するもの。 

環境学習の内容を検討するに当たっては、食ロス実態調査の結果（写真等）を示し、

「生ごみ」のことを身近に感じてもらうような内容で検討するとともに、環境学習によ

る子ども（小学生、園児）の意識変化は、親への波及効果も大きく期待できることから、

それを踏まえたものとする。 

※平成２９年度第３回（平成３０年２月２２日）の資料を参照 

平成３０年３月の中間答申で示された「見える化」の１つの

取組みとして、よりごみ減量化・資源化につながるような「広

報による見える化」「住民説明会の内容」について、提案す

るもの。 

※平成３０年度第１回（平成３０年５月２４日）の資料を参

照 

ＰＤＣＡサイクル（Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実施）、 

Ｃｈｅｃｋ（点検）、Ａｃｔｉｏｎ（見直し））を活用し、ごみ減

量化・資源化推進検討委員会において、施策等の点検等を行う。

その結果を田川市環境調整会議に提言し、当該会議において、施

策等の見直しや各部署との調整等を行い、ごみの減量化・資源化

を推進する取組みが実施できるような仕組みを提案するもの。 

なお、点検・評価の指標については、田川市総合計画で掲げる

指標を参考にする。 
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５ おわりに 

 

【資料編】 
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参考資料３ 第４次田川市ごみ減量化・資源化推進検討委員会 審議経過 


